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は じ め に

この統計は、天童市において令和4年に救助工作車等が出場した実態

を分析し、今後における円滑な救助業務の推進に資するとともに、市民

の理解と協力を得るために作成したものです。
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救助事故等の種別・区分に使用される用語について

この統計の用語、分類等については、総務省消防庁の『救急事故等報告書要領』を

準用 してお ります。

1.「火 災」

火災現場において、直接火災に起因して生 じた事故をい う。

2。 「交通事故」

すべての交通機 関相互の衝突及び接触又は単一事故若 しくは歩行者等が

交通機関に接触 したこと等による事故をい う。

3.「水難事故」

水泳中の場者又は水中転落等による事故をい う。

4。 「風水害等 自然災害事故」

暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火、雪崩、地すべ り、その他

の異常な自然現象に起因する災害事故をい う。

5。 「機械による事故」

エレベーター、プレス機械、ベル トコンベアーその他の建設機械、工作機械等

による事故をい う。

6。 「建物等による事故」

建物、門、柵、塀等の建物に付帯する施設又はこれ らに類する工作物の倒壊に

よる事故、建物等内に閉じ込められる事故、建物等に挟まれる事故等をい う。

7.「ガス及び酸欠事故」

一酸化炭素中毒その他のガス中毒事故、酸素欠乏による事故等をい う。

8。 「破裂事故」

火災事故以外のボイラー、ボンベ等の物理的破裂による事故をい う。

9。 「その他」

1か ら8に掲げる以外の事故等で、消防機関による救助を必要 とした事故を

い つ。
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1事故種別出場件数

令和4年の救助出場件数は54件で、前年と比べると7件増加となりました。
出場件数を事故種別ごとにみると、交通事故による出場が17件 (31.5%)と

最も高く、次いで火災による出場が15件 (27.8%)で合わせると全体の59.3%
(前年比-2.4%)を 占めています。

( )内数字は令和3年

事 故 種 別 出 場 件 数

火    災

建 物 1 1
/ o ヽ
ヽ Oノ

建 物 以 外 4 rO、
ヽ Oノ

交 通 事 故 17 ( 13 )

水 難 事 故 1 (1)

風 水 害等 自然 災害 事 故 0 (())

機 械 に よ る 事 故
0
乙 (1)

建 物 等 に よ る 事 故 1 1 ( 9 )

ガ ス 及 び 酸 欠 事 故 1 ( 2 )

破  裂   事   故 0 (0 )

そ の 他 7
/ 
「

 ヽ

ヽ Э ノ

△
口

曇■
口 |

(47)54
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2月別出場件数

月別の件数をみると、405011月 が8件 (14.8%)と 最も多く、次いで7・ 9月 が5

件(9.3%)と なっています。1件当たりの出場人員は13.9人 (前年度比+0。 7人)、 出
場台数は4。 1台 (前年度比+0。 3台 )と なっています。

( )内数字は令和3年

月

男:J

出
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事 故 種 局Il

出
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人
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出
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火
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事
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水

難

事

故

風
水
」旨
T=
ムと
Fヽ

自
然
災
」壼
TT

事
故

建

物

等

に

よ

る

事

故

ガ

ス

及

び

酸

欠

事

故

破

裂

事

故

そ

の

他

3 (2) 1(2) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 2(0) 0(0) 0(0) 0(0) 39 (70) 10 (14)

９

一 4 (4) 2(2) 1(0) 1(0) 0(0) 0(0) 0(1) 0(0) 0(0) 0(1) 62 (38) 19(11)

●
０ 3 (5) 1(3) 0(0) 0(0) 0(0) 1(1) 0(1) 0(0) 0(0) 13  (23)

４

ニ 8(10) 2(5) 3(2) 0(0) 0(0) 0(0) 0(2) 1(0) 0(0) 2(1) 98 (123) 31  (38)

8 (4) 2(0) 3(0) 0(1) 0(0) 1(0) 2(0) 0(1) 0(0) 0(2) 118  (45) 36 (13)

´
０ 1 (2) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(1) 0(0) 0(0) 0(0) 38 (23) 10 (8)

７
‥ 5 (3) 1(0) 2(2) 0(0) 0(0) 0(1) 1(0) 0(0) 0(0) 1(0) 69 (33) 19 (11)

０
０ 2 (5) 0(0) 1(3) 0(0) 0(0) 0(0) 0(2) 0(0) 0(0) 1(0) 22 (53) 7(15)

Ｑ

ν 5 (3) 1(0) 2(1) 0(0) 0(0) 0(0) 2(2) 0(0) 0(0) 0(0) 65 (31) 19 (10)

10 4 (4) 1(2) 0(0) 0(0) 0(0) 1(0) 0(0) 0(0) 1(1) 55 (48) 15 (13)

11 8 (1) 2(0) 2(1) 0(0) 0(0) 0(0) 2(0) 0(0) 0(0) 2(0) 100 (13) 30  (4)

12 3 (4) 1(2) 1(2) 0(0) 0(0) 1(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 39 (66) 11  (20)

合

　

計
54 (47) 15 (16) 17 (13) 1(1) 0(0) 2(1) 11(9) 1(2) 0(0) 7(5) 750 (621) 220 (180)
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3曜 日別出場件数

出場件数を曜日別にみると、月曜日・火曜日が11件 (20.4%)と 最も多く、
次いで水曜日が9件 (16.7%)、 木曜日 0日 曜日が7件 (13.0%)、 土曜日が6件

(11.1%)、 金曜日が3件 (5.6%)と なっています。

( )内数字は令和3年

)内数字は令和3年

12

(件)6
櫛令和3年

ヽ令和4年

火 水 木 金 土 日

4時間帯別出場件数

出場件数を時間帯別にみると、6時から12時までの時間帯が最も多く17件

(31.5%)発生しています。次いで12時から18時までの16件 (29.6%)、 18時か

ら24時までの13件 (24.1%)、 0時から6時までの8件 (14。 8%)と 続きます。
日中の時間帯 (6時から18時)の出場が33件と全体の約6割を占めています。
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5救助活動により救助した件数 0人員
出場件数54件のうち、救助活動を実施 した件数は22件で全体の40。 7%になりま

す。救助 した人員は25名 でした。
交通事故・建物等による事故の救助人員数が最も多く8名 で全体の29.6%を 占

めています。

( )内数字は令和3年

6活動により使用した資機材

救助工作車には、一般的な工具から高度救助用器具まで多数の資機材を積載し

ていますが、救助活動の内容に応じて資機材を選定し使用しています。

事 故 種 別 救 助 活 動 件 数 救 助 人 員

火
てくく
ノて 2(1) 4(1)

交 通 事 故 7(7) 8(7)

水 難 事 故 1(1) 1(1)
風 水 害等 自然 災害事故 0(0) 0(0)

機 械 に よ る 事 故 2(1) 2(1)

建 物 等 に よ る 事 故 8(6) 8(6)

ガ ス 及 び 酸 欠 事 故
，

“ 1(2)

破 裂 事 故 〈Ｕ∩
ｖ 0(0)

そ の 他 1(3) 1(3)

合   計 22 ( 21 ) 25( 21 )

資機材分類・品名 使用回数 資機材分類 0品名 使用回数

力
:爾

司薇
~し

ご ∠

ュ
バスケッ 担ヽ架

三連はしご
９

“ そ の Lの
'

救助用ロープ

カラビナ 携帯投光器
０
´́

|||||||||||■ ‐  ||||||||||||||||||||||||||||

|||||||||||||||||||||||||||||||  
‐
|

||‐   ‐‐| ‐| ‐
||||||||||||||||||||||||■ |  |||

||||||||||||  ||||||||||||||||||||||||||||||| とび口

大型油圧スプレッダー 剣先スコップ
ハ
υ

マッ ト型空気ジャッキー式 ｎ

〉
,\-)V ∠

ェ

ラムシリンダー
熱画′え[菫:ネ冠装置 11

天型而雇画面機 その1 の

エンジンカッター ９

“

′
０

f --> Y- ∩

） 遮蔽幕
′
０

エアー ソー V7+=-)vy) ′
４

バ ッテ リーソー 車 両 ヨ定器具
ペダルカッター Ａ

Ｕ ス ツ ヨ ツ
Ｏ
υ

工具セ ット
Ｏ
Ｏ

万能斧 バキュームリフター

レスキューフィルム

デジタルカメラ
０
０

誦蒸柾秀苅薩 う
０ 谷機材集積用シー ト ′

４

V 7+ l*-? Y ０
乙

10 レスキューシザー
バ ックボー ド

54
４

ェ

-7 4 1r7 vl=-> ′
０

∩

ｖ
ン グ

つ

ん
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7救助隊員の訓練実施状況

救助隊員は、災害が発生した場合に安全・確実・迅速に救助活動が行え
るよう、各種救助事象想定訓練を中心に様々な訓練を行っています。

区  分

訓練種別

実  施
延 回 数

実  施
延 人 員

1回当り
参加人員

実  施
延 時 間

体 力 練 成 訓 練 73 536 7.34 145時間15分

ロープ基本、応用訓練 1 3 3.00 1時間00分

検 索 救 助 訓 練 65 327 5.03 87時間45分

各種救助器具取扱訓練 26 1'71 6.58 30時間45分

各種救助事象想定訓練 64 487 7.61 87時間30分

そ 他 17 138 8。 12 16時間55分

∧
回 計 246 1,662 6。 76 467時間00分

訓肺″″″事 の

6.9%
卜
為

Ｆ
″

練

29.7%

各種救助事象想定訓練

ロープ基本応用訓練

検索救助訓練

10.6%
訓練
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8は しご車の訓練実施状況

高層建物で災害が発生した場合に、はしご車を活用して安全・確実・迅
速に救助活動が行えるよう、日々 点検を行うとともに操作技術の向上に努
めています。

ぼしご裏訓蹴比率 月間点検
1%

基本応用操作訓練
5% 各種想定訓練

2%

見学・展示
4%

点検・その他
88%
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区  分

訓練種別

実  施
延 回 数

実  施
延 人 員

1回当り
参加人員

実  施
延 時 間

基 本 応 用 操 作 訓 練 16 72 4.50 6時間25分

防火 対 象 物 架 梯 調 査 0 0 0.00 0時間00分

月  間  点  検 4 14 3.50 1時間30分

各 種 想 定 訓 練 7 25 3.57 4時間10分

見  学 展 テ]｀ 14 53 3.79 5時間45分

点 検 。 そ の 他 307 1,135 3.70 120時間05分

△
口

曇■
口 |

348 1,299 3.73 138時 間05分


